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視機能科学科 ／ 専門専攻科目群
授業科目 

視覚機能学実習I 

ディプロマポリシーとの関連性

授業の概要
視覚の情報は眼から⼤脳視中枢 (⼊⼒系)に伝わり、視中枢からさらに⾼次中枢で脳内統合 (統合系)され、快適な⽇常視を営むために必要
な指令がまた眼にかえってくる (出⼒系)。眼科検査はこれらの系統的な視覚の情報処理過程を評価する⼿段である。本実習では視⼒や屈
折をはじめとする⼊⼒系の検査について学習する。

授業の目的
視覚機能を評価する各種検査の原理を理解し、⼊⼒系眼科検査の基本的な⼿技と的確な検査説明ができる能⼒を磨く。

学習目標
1. 視⼒、屈折、眼圧、眼底、視野検査等の理論を理解できる。
2. 検査の目的や⽅法を被検者に説明できる。
3. 画像ファイリングの操作ができる。

授業計画

使⽤図書

担当教員名
⾕ 佳⼦、 前⽥ 史篤、 阿部 春樹、 進藤 真紀（非）、 宇⽥川 さち⼦（非） 他

対象学年 1 対象学科 視機

開講時期 後期 必修・選択 必修

単位数 3 時間数 90

知識・理解 思考・判断 関⼼・意欲 態度 技能・表現

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

回数 授業計画・学習の主題 学習⽅法・学習課題・備考 担当教員

1-3 ガイダンス、レポートの書き⽅の説明
前房、隅角チェック

実習 ⾕ 佳⼦、阿部 春樹、進藤 真
紀 他

4-6 ⾃覚的視⼒、屈折検査 1
雲霧法

1st Round ⾕ 佳⼦、前⽥ 史篤、進藤 真
紀 他

7-9 動的量的視野検査
Goldmann視野計 1

1st Round ⾕ 佳⼦、前⽥ 史篤、進藤 真
紀 他

10-12 静的量的視野検査
Humphrey視野計

1st Round ⾕ 佳⼦、前⽥ 史篤、進藤 真
紀 他

13-15 ⾃覚的視⼒、屈折検査 2
クロスシリンダ

2nd Round ⾕ 佳⼦、進藤 真紀 他

16-18 軸転換、スコア表⽰
レンズメータ (単焦点レンズ)

2nd Round ⾕ 佳⼦、進藤 真紀 他

19-21 動的量的視野検査
Goldmann視野計 2

2nd Round ⾕ 佳⼦、進藤 真紀 他

22-24 オートレフケラトメータ、検影法 実習 ⾕ 佳⼦、前⽥ 史篤、進藤
真紀 他

25-27 視野検査の概説と実践 実習 宇⽥川 さち⼦、⾕ 佳⼦、進藤
真紀 他

28-30 ⼩括 実習 ⾕ 佳⼦、進藤 真紀 他

31-33 実技の確認 実習 ⾕ 佳⼦、前⽥ 史篤、進藤 真
紀 他

34-36 角膜形状解析、スペキュラーマイクロスコープ、ノンコンタ
クトトノメータ、ファイリング

3rd Round ⾕ 佳⼦、阿部 春樹、前⽥ 史
篤、進藤 真紀 他

37-39 調節検査
三杆法

3rd Round ⾕ 佳⼦、阿部 春樹、前⽥ 史
篤、進藤 真紀 他

40-42 直像鏡、固視検査
倒像鏡、細隙灯顕微鏡

3rd Round ⾕ 佳⼦、阿部 春樹、前⽥ 史
篤、進藤 真紀 他

43-45 まとめ 実習 ⾕ 佳⼦、進藤 真紀 他



評価⽅法 
定期試験35％
実技試験30％
レポート35％

履修上の留意点
再試験・追試験は必要があれば、原則として1回のみ実施する。
締め切りをすぎた提出物は原則として受け取らない。

オフィスアワー・連絡先
毎週⽔曜⽇ 昼休み
P201
yoshiko-tani@nuhw.ac.jp

使⽤図書 書名 著者名 発⾏所 発⾏年 価格 その他

教科書 視能学 第2版 丸尾敏夫、久保⽥伸枝、深井⼩久⼦ (編) ⽂光堂 2011年 18,000円＋税 基礎⽣理光学と同じ

参考書

その他の資料 必要に応じてプリントを配布する。


